
マネジメント研究科　マネジメント専攻 

修了認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー) 
 
 マネジメント研究科マネジメント専攻は、以下の能力を有すると認めた者に経営学修

士（専門職）の学位を授与します。 
 

■ 高度な専門的知識・技能 

□ マネジメント理論に関する専門知識を修得している。それらの専門知識に基づい

て、組織や地域、社会が直面する問題や課題について、十分な議論を行うことがで

きる。【理論知識】 
□ ビジネスやパブリックのマネジメントに関する実践的な知識を修得するとともに、

それらを活用してグローバル化や多様な社会問題に対応するための専門知識を身に

つけている。【実践知識】 
□ マネジメントに関する定性的、定量的な分析能力、課題に対する観察能力や解決

能力といった技能を修得している。【分析解決技能】 
□ 職業人に不可欠な問題処理、財務や会計、語学能力といった実践的な技能を身に

つけている。【実務技能】 
□ 新たなニーズの探索、それを事業に結び付ける構想、連携やネットワークづくり

といった新規事業に必要な技能を身につけている。【新規事業技能】 

 
■ 高い問題解決能力と表現力 

□ マネジメントに関する問題や課題を抽出し、その本質的な特徴を捉え、それらに

対する解決策を導き出し、的確に表現できる。【思考・判断・表現力】 

 
■ 高い倫理観に基づいた自律的行動力 

□ 地域、社会に貢献するとともに、市民としての責任感と倫理観を身につけている。

【倫理観】 
□ 企業経営や公共経営等に関する課題に高い見識を持ち、常に挑戦する姿勢や変革

する力を持っている。【経営変革態度】 
□ リーダーとして主体的に行動を起こし、地域の課題に積極的に取り組むことがで

きる。【地域リーダー態度】 
□ 東アジア等の諸外国に対して関心や理解を持ち続け、国際社会の中で競争力を維

持・強化するだけでなく協調的な態度がとれる。【国際協調態度】 

 



マネジメント研究科　マネジメント専攻 

教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー) 
 

 マネジメント研究科マネジメント専攻では、修了判定・学位授与の方針（ディプロマ 

・ポリシー）を実現するために、以下のとおり教育課程を編成し、実施します。 

 

教育課程の編成 
（編成の方針） 

１ マネジメント研究科マネジメント専攻は、営利組織及び非営利組織が活動する各領域

で、革新的な事業創造・組織変革を推進するために幅広い専門知識を吸収し、総合的な

課題解決能力を養い、高い倫理観とグローバル的視野を持った、地域をリードする高度

専門職業人の養成のため、アカデミックの知と経験の知の双方が融合した実践的なプロ

グラムで構成される教育課程を編成する。 

２ 具体的な編成方針として、マネジメント能力の育成を共通基盤としながら、「ビジネ

ス」と「パブリック」の２つの事業領域（二本柱）で革新的な事業創造力を育成すると

ともに、経済のグローバル化に対応するため、経済成長著しい中華地域をはじめとする

海外とのビジネス連携を視野に入れた「中華・国際ビジネス」と環境・高齢化など様々

な課題を抱える北九州市において、医療・福祉・環境などの社会的な問題の解決手段と

して注目される「ソーシャルビジネス」に関する科目群を系統的に配置する。 

 

（教育課程の構成） 

※()は修了に必要な単位数で、修了要件単位数 44 単位の内訳 

 マネジメント研究科マネジメント専攻は編成方針に基づき、ベーシック科目(基礎科

目)(10)、アドバンスト科目(基本科目)(14)、エグゼクティブ科目(専門・応用科目)(12)、
プロジェクト研究科目(実践科目)(8)の４つの科目区分で構成する。 

 科目構成は、積み上げ方式によるステップアッププログラムである。すなわち、上記

４科目区分を段階的・スパイラル的に履修する教育システムを採用する。 

 

Ⅰ．「ベーシック科目」は、ビジネスとパブリックの双方の分野で必要なマネジメント能力育成

のための科目を１年次に配置する。この段階でマネジメントの基礎的思考と会計・財務の

基礎知識を学ぶ。 

Ⅱ．「アドバンスト科目」は、ビジネスとパブリックにそれぞれ特有の課題に関する基本的な科

目を１年次を中心に配置する。この段階では専門・応用分野への足掛かりとするために、

各自の問題意識の醸成を目指す。 

Ⅲ．「エグゼクティブ科目」は、各自の課題・関心に応じた専門・応用科目として２年次中心に

配置する。現場に精通した教員の下で、仕事において実践的に活用できる知識やノウハ

ウの習得を目指す。ビジネス系、パブリック系を横断する科目群として、中華・国際ビジネ

ス系とソーシャルビジネス系の科目群を設ける。これらの科目は北九州地域が歴史的に

培ってきた独自の知的財産、強みなどを教育に活かすことを目的としている。 

Ⅳ．「プロジェクト研究科目」は、これまでの履修で蓄積してきた知識や問題意識をベースに、



演習形式で徹底した討議を通じて「気づき、考え、提案・実践する」というプロセスを遂行し、

実践的課題解決能力を育成する。 

 

１)「ＭＢＡオリエンテーション」と「グループ・プロジェクト」は、コミュニケーション能力を養成し、

研究方法を習得するため、１年次の必修科目とする。 

２)「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」は、２年間にわたる学習の最終的な成果物として研究レポートま

たは論文を完成させる演習科目であるため、２年次に必修科目とする。 

 

教育の内容・方法 

・ 授業は、アクティブ・ラーニングを意識し、一方向的な講義ではなく双方向の授業で、討議や

グループワークやプレゼンテーションの機会が多数あり、レポート作成や課題を通じて、自分の

考えをまとめ、磨き上げ、他人に伝える訓練を行う。 

・ 経営の実践を体感し経験する場として、ケース・メソッドや優れた経営者との対話、フィール

ド・ワーク、PBL 等さまざまな教育方法を組み合わせて提供し、理論と実践の相互作用を図る。 

・ １年次の「MBA オリエンテーション」と「グループ・プロジェクト」では、グループ学習・グルー

プ討議を行う中で、各自の研究テーマの探索・発見と、研究テーマを深掘りするための思考方

法や分析手法の習得を図る。 

・ ２年次の「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」では、専任教員らの指導の下で、各自の問題意識にもとづ

き、独自の研究テーマを深め、関心を共有する受講生と切磋琢磨しつつ、１年間かけてプロジ

ェクト研究報告書を作成する。 

・ 入学から修了まで、学生一人ひとりに応じた履修モデルを専任教員が助言する修学アドバイ

ザー制度を導入し、学生の修学を支援する。 

・ 仕事の事情等により、２年間（標準修業年限）での修了が困難である場合、最長４年間で計

画的に教育課程を履修し修了する長期履修学生制度がある。 

 

学修成果の評価 
・ 授業科目の成績評価は、授業への参加・貢献度、ディスカッション、プレゼンテーション、レポ

ートや課題、試験などによって判定する。成績が一定の水準に達している場合に所定の単位を

認定する。 

・ ２年次に進級するためには、１年次においてベーシック科目 8 単位以上、アドバンスト科目 6
単位以上、プロジェクト研究科目４単位の合計18単位以上の修得を必要とする。修了の要件は、

２年以上在学することかつ、ベーシック科目 10 単位、アドバンスト科目 14 単位以上、エグゼク

ティブ科目 12 単位以上、プロジェクト研究科目 8 単位の合計 44 単位以上の修得を必要とす

る。 

・ 専任教員らによる評価を総合して、優秀なプロジェクト研究成果物を表彰し、学習意欲の向

上を図る。 

・ 学生の授業評価等を実施し、各科目での学生の理解度や授業への要望をはじめ、学修達

成状況などを把握し、その結果を授業や教育課程の改善に役立てる。 



マネジメント研究科 マネジメント専攻 

入学者受入れの方針(アドミッション・ポリシー) 

 
 

マネジメント研究科マネジメント専攻は、次のような人を求めます。 
 

求める学生像 

○ 学問体系に裏付けられた実践的なマネジメントを学び、地域、社会での実践を

目指す高い意欲を持つ人 
○ マネジメントに関する実践的な問題意識をもって、ディスカッションに参画で

きる経験と見識を持つ人 
○ グローバル社会に通用する思考力、判断力、コミュニケーション力を持つこと

を希求する人 

 
求める能力 

【知識・技能】 
 ・ マネジメントを学ぶために必要な基礎学力や幅広い教養、リーダーとしての経

験を有している。 
 ・ 論文の執筆やディスカッションに必要な日本語能力を有している。 

 
【思考力・判断力・表現力等の能力】 
 ・ マネジメントに関する諸問題について論理的に思考し、判断するための素養を

持っている。 
 ・ マネジメントに関連する文章を読んで理解したり、自分の考えをまとめて他者

に伝えたりするための言語読解能力・表現能力を身につけている。 

 
【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】 
 ・ 異文化や異分野の人々との協働の中で自ら主体的に参画し、多様性を受け入れ

ながら課題解決や価値創造を行う姿勢を有している。 
 ・ 経営や地域、社会における課題に対して高い意識を持ち、積極的に関わろうと

する意欲を持っている。 

  




